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湯ノ沢 名栗車庫 赤沢 青石橋 新寺

名
栗
や
原
市
場
な
ど
か
ら

高
校
や
大
学
等
に
通
う
学
生

の
バ
ス
代
は
大
変
高
額
で
、

家
計
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
原
市
場
・
名

栗
支
部
は
、
こ
の
地
域
か
ら

通
う
学
生
の
バ
ス
代
助
成
制

度
を
実
現
し
よ
う
と
飯
能
市

長
あ
て
の
署
名
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

党
支
部
は
１
１
月
２
６
日
、

現
在
、
高
校
生
を
も
つ
お
母

さ
ん
た
ち
や
新
井
た
く
み
市

議
ら
と
と
も
に
、
第
一
次
分

と
し
て
１
０
５
３
名
分
を
沢

辺
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

高
額
な
通
学
バ
ス
定
期

代
代
表
し
て
伊
藤
幸
夫
さ
ん

が
、
「
遠
距
離
通
学
者
の
バ

ス
代
助
成
制
度
を
求
め
る
声

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
の

で
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
署
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

飯
能
駅
ま
で
の
一
ヶ
月
分

の
通
学
定
期
代
は
、
名
栗
・

湯
ノ
沢
で
は
２
万
１
９
６
０

円
、
赤
沢
や
中
藤
上
郷
青
石

橋
で
は
１
万
６
５
６
０
円
に

も
な
り
ま
す
。
バ
ス
代
を
節

約
す
る
た
め
に
、
歩
道
の
な

い
狭
い
県
道
を
自
転
車
で
通

う
学
生
の
交
通
事
故
も
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

実
現
の
方
向
で
検
討
し

て
い
る

現
在
、
２
人
が
高
校
に
通
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
は
、
「
一

年
間
の
定
期
代
は
２
人
で
２

３
万
９
２
０
０
円
に
も
な
る
。

家
計
が
大
変
だ
か
ら
と
小
遣

い
な
し
で
、
携
帯
電
話
も
持

た
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
。
補

助
が
あ
れ
ば
本
当
に
助
か
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

新
井
た
く
み
市
議
は
、

「
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
、

通
学
し
て
い
る
生
徒
の
通
学

費
は
、
大
変
高
額
で
保
護
者

の
大
き
な
負
担
な
の
で
検
討

す
る
と
議
会
で
答
弁
し
て
い

た
。
名
栗
、
原
市
場
地
域
に

住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
早
急
に
実
現
を
」
と
求

め
ま
し
た
。

対
応
し
た
本
橋
副
市
長
は
、

「
ま
だ
具
体
的
に
は
言
え
な

い
が
、
実
現
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
答
え

ま
し
た
。

２
３
日
さ
い
た
ま
市
で

「
は
た
ら
く
女
性
の
埼
玉
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
元
Ｉ
Ｌ

０
駐
日
事
務
所
代
表
堀
内
光

子
さ
ん
の
記
念
講
演
「
格
差

と
貧
困
を
克
服
す
る
た
め
に
」

と
、
手
芸
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

平
和
や
労
働
運
動
史
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
分
科
会

が
も
た
れ
ま
し
た
。

特
に
ス
ト
レ
ス
や
慢
性
蓄

積
疲
労
が
原
因
で
心
と
体
の

健
全
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

起
こ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

（
こ
こ
ろ
の
病
）
が
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
労
働
疾
病
は
９
０
年
代

か
ら
過
労
死
・
過
労
自
殺
、

鬱
病
が
現
れ
、
そ
の
原
因
に

長
時
間
過
密
労
働
が
一
番
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
加
え
て
成
果
主
義
、

人
事
評
価
制
度
な
ど
を
持
ち

込
ん
で
、
働
く
者
同
士
の
連

帯
意
識
の
分
断
を
図
る
と
い

う
政
府
の
労
働
政
策
が
問
題

で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
眠
れ
な
い
、
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
症
状
が
出
た
ら

医
師
の
診
断
を
受
け
、
必
要

な
休
暇
を
と
り
、
復
職
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
時
間

の
短
縮
が
す
す
み
週
３
０
時

間
に
入
り
ま
し
た
。
心
も
体

も
ゆ
と
り
あ
る
文
化
的
な
生

活
を
取
り
戻
す
た
め
に
労
働

法
制
の
見
直
し
が
急
が
れ
ま

す
。

似
た
も
の
同
士
と

い
う
か
、
同
じ
あ

け
び
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
片

方
は
む
べ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
あ
け
び
は

実
が
割
れ
る
の
で

す
が
、
む
べ
は
割
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
て
み

ま
し
た
が
、
種
ば
か
り
で
、

と
て
も
美
味
と
は
い
え
ま
せ

ん
▼
む
べ
は
む
べ
な
る
か
な

(

も
っ
と
も
で
あ
る)

の
語
源

だ
と
も
い
わ
れ
、
不
老
長
寿

の
薬
効
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
む
べ
酒
は
な
か
な
か
の

人
気
だ
そ
う
で
す
。
も
っ
と

も
我
が
家
で
は
、
不
老
長
寿

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
、

に
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
▼
似
た
も
の
同
士
と
い
え

ば
、
官
房
機
密
費
問
題
も
江

戸
城
無
血
開
城
の
日
の
こ
と

を
思
わ
せ
ま
す
。
こ
の
時
も

江
戸
城
の
金
蔵
は
空
っ
ぽ
。

こ
れ
に
習
っ
た
わ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
が
、
政
権
交
代

が
確
実
に
な
っ
た
９
月
１
日

に
、
当
時
の
河
村
官
房
長
官

が
２
億
５
千
万
円
も
引
き
出

し
て
、
首
相
官
邸
の
金
庫
を

空
っ
ぽ
に
し
て
い
た
と
い
う

の
で
す
。
火
事
場
泥
棒
と
変

わ
ら
な
い
卑
劣
な
行
為
で
す
。

真
相
を
国
民
の
前
に
明
ら
か

に
す
る
の
は
当
然
で
す
。
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講
師
変
更
の

お
知
ら
せ

「変
革
の
時
代
と

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
」

本
日
（
29
日
）
３
時
か
ら

富
士
見
公
民
館
で
予
定
さ
れ

て
い
た
講
演
会
の
松
本
善
明

さ
ん
が
急
病
の
た
め
、
ち
ひ

ろ
美
術
館
・
東
京
の
中
平
洋

子
さ
ん
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
演
題
も
「
い
わ
さ
き
ち

ひ
ろ
の
世
界
」
と
な
り
ま
し

た
。

長
時
間
・
過
密
労
働
か
ら

人
間
性
の
回
復
へ

「いま考える 暮らしと平和」
飯能から

入間川河川敷に自衛隊機墜落から１０年
米軍再編で横田基地・入間基地周辺はど
うなる、どうする。

１２月５日（土）午後２時～
飯能市民会館２０２

お話しする人 平山武久 氏
埼玉県平和委員会理事

●各地域からの発言

主催：基地周辺の安全を考える集い実行委員会

全
国
で
遠
距
離
通
学
者
に
補
助

・
岡
山
県
玉
野
市
は
定
期
代
の
６
割
補
助
・
京
都
府
京
丹
後
市
は
交
通

費
の
２
分
の
１
補
助
・
京
都
府
和
束
町
は
バ
ス
代
定
期
代
の
３
分
の
１

補
助
・
長
野
県
真
田
町
は
月
額
５
０
０
０
円
補
助
・
東
京
都
檜
原
村
は
、

年
間
の
補
助
金
額
は
、
「
３
ヶ
月
の
通
学
定

期
乗
車
券
購
入
代
」
の

３
０
％
の
バ
ス
カ
ー
ド
１
１
ヶ
月
分
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

・
そ
の
ほ
か
滋
賀
県
大
津
市
な
ど
多
く
の
自
治
体
で
、
遠
距
離
通
学
者

へ
の
通
学
費
を
補
助
。



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
者
が
全
国
各
地
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
飯
能
市
内
で
も

11
月
20
日
時
点
で
、
小
学
校

で
１
１
５
名
の
感
染
、
11
学

級
が
閉
鎖
、
中
学
校
は
50
名

が
感
染
、
３
学
級
が
閉
鎖
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
は

す
る
も
の
の
、
一
定
期
間
で

終
息
に
向
か
い
ま
し
た
が
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

ま
だ
、
そ
の
状
況
に
は
な
い

よ
う
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
る

そ
の
よ
う
な
中
で
飯
能
市
で

も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
優
先
順
位

順
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
既

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の

診
療
に
直
接
接
す
る
医
療
従

事
者
は
接
種
が
終
わ
り
、
妊

婦
や
重
篤
な
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
や
幼
児
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
対
象
者
、
基
礎

疾
患
で
重
篤
な
方
以
外
の
小

学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
の

年
齢
に
相
当
す
る
方
に
接
種

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
方
法
は
飯
能
市
立
病

院
を
は
じ
め
27
ヶ
所
の
受
託

医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま

す
が
、
希
望
の
方
は
か
か
り

付
け
の
医
療
機
関
に
相
談
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

接
種
料
は
１
回
目
の
場
合

３
６
０
０
円
、
２
回
目
の
接

種
で
同
一
医
療
機
関
の
場
合

２
５
５
０
円
、
医
療
機
関
が

異
な
る
２
回
目
の
接
種
は
３

６
０
０
円
の
接
種
料
が
か
か

り
ま
す
が
、
生
活
保
護
世
帯

や
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

非
課
税
証
明
は
保
健
セ

ン
タ
ー
で

尚
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
証
明
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
接
種
の
み
の
証
明
と
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し

て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
12
月
初
旬
か
ら
は

基
礎
疾
患
を
有
す
る
が
重
篤

で
な
い
方
、
12
月
下
旬
ご
ろ

か
ら
は
１
歳
未
満
児
の
保
護

者
や
小
学
校
４
～
６
年
生
、

１
月
初
旬
に
は
、
中
学
生
、

高
校
生
、
６
５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
接
種
が
で
き
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
当
面
の
ワ
ク

チ
ン
の
必
要
量
の
調
査
も
24
、

25
日
に
医
師
会
で
行
わ
れ
製

薬
会
社
に
発
注
さ
れ
る
と
の

事
で
す
。
現
時
点
で
は
国
産

の
ワ
ク
チ
ン
で
賄
う
と
の
事

で
、
今
回
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
カ
ナ
ダ
産
の
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
の
影
響
は
現
段
階

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
２
月
３
日(

木)

14
：
20
～

金
子

敏
江

(1)

こ
の
間
の
飯
能
市
緊
急

経
済
雇
用
対
策
の
実
績
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
(2)

下

水
道
料
金
の
値
上
げ
と
「
飯

能
市
財
政
健
全
化
計
画
」
(3)

女
性
の
地
位
向
上
と
男
女
平

等
社
会
実
現
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
(4)
Ｄ
Ｖ
防
止
法
と
自

治
体
の
役
割
に
つ
い
て
(5)
市

内
小
・
中
学
校
の
学
校
図
書

館
の
利
用
状
況
と
充
実
に
つ

い
て
(6)
入
学
準
備
金
貸
付
制

度
の
創
設
に
つ
い
て

１
２
月
３
日(

木)

15
：
30
～

新
井

巧

(1)
市
民
の
「
足
の
確
保
」
に

つ
い
て
。
デ
マ
ン
ド
交
通
等

の
検
討
を
(2)
遠
距
離
通
学
者

の
バ
ス
代
助
成
制
度
を
(3)
社

会
保
障
と
し
て
の
国
保
の
役

割
と
位
置
づ
け
(4)
飯
能
市
の

特
徴
、
国
保
財
政
健
全
化
計

画
と
国
保
税
値
上
げ
の
問
題

(5)
公
契
約
条
例
①
公
共
サ
ー

ビ
ス
基
本
法
と
労
働
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
確
保
に
つ

い
て
②
公
契
約
条
例
制
定
で

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
を

１
２
月
３
日(

木)

16
：
40
～

滝
沢

修

(1)
区
画
整
理
問
題
①
岩
沢
北

部
・
南
部
地
区
の
換
地
計
画

に
つ
い
て
②
先
行
取
得
用
地

な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
③
下

水
道
に
つ
い
て
④
道
路
整
備

に
つ
い
て
(2)
自
然
災
害
か
ら

市
民
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
(3)
期
限
切
れ
消
火
器
の

処
分
に
つ
い
て
(4)
介
護
保
険
・

住
宅
改
修
助
成
金
に
つ
い
て

(5)
き
れ
い
な
藤
田
堀
に

１
２
月
４
日(

金)

10
～

山
田

利
子

(1)
国
の
保
育
基
準
緩
和
に
つ

い
て
(2)
総
合
保
育
施
設
に
つ

い
て
①
児
童
の
定
員
に
つ
い

て
②
民
営
化
せ
ず
公
的
責
任

を
果
た
す
こ
と
(3)
国
保
税
の

値
上
げ
は
し
な
い
こ
と
(4)
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て
(5)
斎
場
前
に
感
知
式
の

信
号
機
の
設
置
を

２００９年１１月２９日 ＮＯ．１７０１

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

地
域
後
援
会

総
会
と
忘
年
会

●
中
央
後
援
会

12
月
６
日
（
日
）
18
時

一
丁
目
ク
ラ
ブ

●
東
後
援
会

12
月
６
日
（
日
）
18
時

青
木
自
治
会
館

●
西
後
援
会

12
月
11
日(

金)

18
時
30
分

本
郷
自
治
会
館

●
南
後
援
会

12
月
13
日(

日)

13
時
30
分

白
髭
神
社
社
務
所

●
原
市
場
後
援
会

12
月
20
日
（
日
）
18
時

下
赤
工
自
治
会
館

憲
法
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

が
、
２
１
日
（
土
）
飯
能

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
満

席
の
観
客
を
前
に
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

十
二
年
前
の
４
月
、
長

崎
県
諫
早
干
潟
が
堤
防
で

締
め
切
ら
れ
、
海
水
が
入

ら
な
く
な
っ
た
干
潟
で
は

多
く
の
海
の
生
き
物
が
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
わ
ず
か
に
生
き

残
っ
た
魚
の
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

を
手
で
す
く
い
、
堤
防
の

外
の
海
に
放
し
て
命
を
助

け
た
漁
民
た
ち
が
い
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
し
た
も
の
で
す
。

干
拓
で
漁
業
が
で
き
な

く
な
っ
た
漁
民
た
ち
が
ム

ツ
ゴ
ロ
ウ
を
助
け
た
と
い

う
、
悲
し
く
も
美
し
い
物

語
を
、
歌
と
踊
り
と
芝
居

で
表
現
し
ま
し
た
が
、
自

ら
命
を
絶
っ
た
漁
民
も
い

て
、
「
公
共
事
業
」
の
名

の
も
と
に
多
く
の
命
を
奪

う
社
会
の
あ
り
方
を
鋭
く

告
発
す
る
も
の
で
し
た
。

１
０
０
人
近
い
出
演
者

は
、
全
員
が
一
般
の
市
民

と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、

１
５
０
時
間
の
練
習
の
成

果
を
見
事
に
発
揮
し
て
い

て
、
観
客
か
ら
は
拍
手
や

歓
声
が
起
こ
り
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
手
拍
子
で
応
え
る

な
ど
、
感
動
的
な
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

憲法ミュージカル
ムツゴロウラプソディー

公共事業のあり方を問う


